
096 汚れた霊に取りつかれた子をいやす 

マルコによる福音書 9：14～29、マタイ 17：14～20、ルカ 9：37～43a 
 
14一同（→イエス、ペトロ、ヤコブ、ヨハネの 4人）がほかの（九人の）弟子たちのところに（山から
帰って）来てみると、彼らは大勢の群衆に取り囲まれて、律法学者たちと議論していた。 
・・・彼らは、イエスがいない間、イエスの代理、つまり使徒として、奉仕活動をしていたが、 

具体的に問題に対処できないで、大騒ぎになっていた・・・ 
15（イエスを信じる）群衆は皆、イエスを見つけて非常に驚き、駆け寄って来て挨拶した。 
 
16イエスが、「何を議論しているのか」とお尋ねになると、 
 
17群衆の中のある者が答えた。「先生、息子をおそばに連れて参りました。この子は（汚れた悪）霊に取
りつかれて、ものが言えません。18 霊がこの子に取りつくと、所かまわず地面に引き倒すのです。する
と、この子は（てんかんの発作のように）口から泡を出し、歯ぎしりして体をこわばらせて（→強張らせ

て）しまいます。この霊を追い出してくださるようにお弟子たちに申しましたが、できませんでした。」 
 
19イエスは（このような弟子たちの霊的な弱さを嘆き、弟子たちや群衆に向けて）お答えになった。 
「なんと信仰のない時代（→世代）なのか。いつまでわたしはあなたがたと共にいられようか。いつまで、

あなたがたに我慢しなければならないのか。その子をわたしのところに連れて来なさい。」 
→（リビング・バイブル）「ああ、なんと信仰の薄い人たちでしょう。いつまで、あなたがたといっしょ

にいなければならないのでしょうか。さあ、その子を連れて来なさい。」 
 
20人々は息子をイエスのところに連れて来た。霊は、イエスを見ると、すぐにその子を引きつけさせた。
その子は地面に倒れ、転び回って泡を吹いた。 
→ひきつける（引き付ける）：発作的に全身性の痙攣をを起こす 
 
21イエスは父親に、「このようになったのは、いつごろからか」とお尋ねになった。 
 
父親は言った。「幼い時からです。22霊は息子を殺そうとして、もう何度も火の中や水の中に投げ込みま
した。（もし）おできになるなら、わたしどもを憐れんでお助けください。」 
 
23イエスは言われた。「『できれば』と言うか。信じる者には何でもできる。」 
 
24その子の父親はすぐに叫んだ。「信じます。信仰のないわたしをお助けください。」 
 
25イエスは、群衆が走り寄って来るのを見ると、汚れた霊をお叱りになった。 
「ものも言わせず、耳も聞こえさせない霊、わたしの命令だ。この子から出て行け。二度とこの子の中に

入るな。」 
 
26すると、霊は叫び声をあげ、（その子を）ひどく引きつけさせて出て行った。その子は死んだようにな
ったので、多くの者が、「死んでしまった」（←人間的な視点）と言った。 
 
27しかし、イエスが手を取って起こされると、立ち上がった。 
 
28 イエスが家の中に入られると、弟子たちは（負い目からか）ひそかに（→そっと）、「なぜ、わたした
ちはあの霊を追い出せなかったのでしょうか」と尋ねた。 



29 イエスは、「（悪霊の追い出しのような）この種のものは、祈りによらなければ決して追い出すことは
できないのだ」と言われた。 
→マタイによる福音書 17：19～20 
弟子たちはひそかにイエスのところに来て、「なぜ、わたしたちは悪霊を追い出せなかったのでしょうか」

と言った。イエスは言われた。「信仰が薄いからだ。はっきり言っておく。もし、からし種一粒ほどの信

仰があれば、この（サタンの王国である）山に向かって、『ここから、あそこに移れ』と命じても、その

とおりになる。あなたがたにできないことは何もない。」 
→祈り＝質的祈り：〇、量的祈り：× 
求道＝求道者(信じようという意識を持って道を求める者)：〇、自称求道者（屁理屈の交換のみ）：× 

 
【参考】 ヤイロの娘のいやし（マルコによる福音書 5：38～42） 
一行は会堂長の家に着いた。イエスは人々が大声で泣きわめいて騒いでいるのを見て、39家の中に入り、
人々に言われた。「なぜ、泣き騒ぐのか。子どもは死んだのではない。眠っているのだ。」 
人々はイエスを嘲笑った。しかし、イエスは皆を外に出し、子どもの父母、それにご自分の供の者だけを

連れて、子どものいる所へ入って行かれた。41そして、子どもの手を取って、「タリタ、クム」と言われ
た。これは、「少女よ、さあ、起きなさい」という意味である。42少女はすぐに起き上がって、歩きだし
た。十二歳にもなっていたからである。それを見るや、人々は卒倒するほど驚いた。 
 
【参考】 新約聖書に登場する「（悪霊よ）出て行け」 

 
 
 
 
 


